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平
成
二
十
六
年
七
月
に
実
施
し
た
各
常
任
委
員
会
の
調
査
視
察
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

福岡県久留米市にて

総
務
文
教
常
任
委
員
会

《
大
分
県
別
府
市
》

別
府
市
公
共
施
設
白
書

　
別
府
市
は
、人
口
約
十
二
万

人
。温
泉
群
が
点
在
す
る
観
光

の
ま
ち
で
す
。

　

　
市
の
公
共
施
設
の
約
六
割

が
建
築
後
三
十
年
を
経
過
し
、

耐
震
化
や
修
繕
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

別
府
市
で
は
平
成
二
十
四
年

度
に
今
後
の
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
し

て
公
共
施
設
白
書
を
作
成
し

ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
室
が
設
け
ら
れ
別
府
市

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　《
福
岡
県
久
留
米
市
》

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
久
留
米
市
は
、
人
口
約
三

十
万
人
。
福
岡
県
第
三
の
都

市
で
す
。

　
久
留
米
市
で
は
、
東
日
本

大
震
災
と
九
州
北
部
豪
雨
を

教
訓
に
平
成
二
十
五
年
度
に

市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
合

わ
せ
、災
害
時
に
自
動
的
に
放

送
さ
れ
る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

の
配
布
と
販
売
、
本
庁
舎
及

び
総
合
支
所
へ
非
常
用
電
源

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
は
平
均
年
齢
三
十
五
・

二
歳
、団
員
数
千
五
百
八
十
七

名
、う
ち
女
性
消
防
団
員
百
二

十
四
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。各

小
学
校
区
に
配
置
さ
れ
る
消

防
団
格
納
庫
に
は
、ト
イ
レ
二

カ
所
、
シ
ャ
ワ
ー
、
エ
ア
コ

ン
、流
し
台
が
標
準
設
備
さ
れ

充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
外
部
監
査
制

度
」に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

　《
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
》

防
災
ノ
ー
ト

　
鹿
児
島
市
は
人
口
約
六
十

一
万
人
。南
九
州
の
中
心
的
な

都
市
で
す
。

　
防
災
ノ
ー
ト
は
、
大
雨
、

台
風
、
火
山
爆
発
等
の
災
害

発
生
に
備
え
、
児
童
生
徒
の

危
険
予
測
、
危
険
回
避
能
力

の
向
上
及
び
学
校
に
お
け
る

防
災
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
市

教
育
委
員
会
で
は
、
学
年
に

応
じ
た
防
災
ノ
ー
ト
を
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
全
員
に

配
布
し
、
教
師
に
は
指
導
書
、

防
災
教
育
実
践
事
例
書
を
配

布
し
て
い
ま
し
た
。
避
難
訓

練
の
事
前
、
事
後
学
習
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
不
登
校
児
童

生
徒
の
支
援
」
に
つ
い
て
も

伺
い
ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会

《
岡
山
県
玉
野
市
》

公
共
施
設
の
再
編
整
備
等

の
方
向
性

　
玉
野
市
で
は
、昭
和
三
十
年

代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
全

体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、大
規
模
改
修
や
建
て
替
え

を
要
す
る
施
設
の
増
加
や
、耐

震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
公
共
施
設
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
変
化
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
民

満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
に

は
中
長
期
的
な
視
点
に
立
つ

こ
と
が
必
要
と
考
え
、い
ち
早

く
公
共
施
設
白
書
を
作
成
し

て
い
ま
す
。そ
の
上
で
公
共
施

設
の
再
編
整
備
等
の
方
向
性

を
取
り
ま
と
め
、専
門
部
署
を

設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。①
現
存
施
設
の
活
用
②
共

通
化
・
複
合
化
の
推
進
③
民
間

活
力
の
導
入
④
優
先
順
位
⑤

国
県
等
の
財
源
の
有
効
活
用

⑥
後
年
度
負
担
へ
の
配
慮
を

基
本
方
針
と
し
て
進
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

《
広
島
県
安
芸
高
田
市
》

安
芸
高
田
市
に
住
め
～
る

補
助
事
業

　
安
芸
高
田
市
は
戦
国
武
将

の
毛
利
元
就
が
生
涯
を
過
ご

し
た
地
で
あ
り
、
三
人
の
子

供
に
残
し
た「
三
矢
の
訓
え
」

に
ち
な
み
、「
三
矢
の
住
宅
政

策
」
と
し
て
①
子
育
て
・
婚
活

定
住
促
進
団
地
購
入
補
助
金

②
子
育
て
・
婚
活
住
宅
新
築
等

補
助
金
③
安
全
・
安
心
・
住
環

境
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
制

度
化
し
、こ
れ
ら
を
総
称
し
安

芸
高
田
市
に
住
め
～
る
補
助

金
と
名
付
け
て
い
ま
し
た
。少

子
高
齢
化
や
人
口
流
出
、若
者

の
定
住
促
進
に
対
応
す
る
に

は
大
胆
な
事
業
や
民
間
活
力

を
活
用
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

《
山
口
県
山
口
市
》

都
市
再
生
整
備
計
画
（
一
の

坂
川
周
辺
地
区
）

　
当
地
区
は
山
口
市
の
中
心

商
業
地
に
位
置
し
、
北
側
に

は
行
政
・
文
教
施
設
が
集
積

し
、瑠
璃
光
寺
五
重
塔
な
ど
の

歴
史
的
遺
産
や
桜
並
木
を
有

す
る
一
の
坂
川
な
ど
集
客
力

に
優
れ
た
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、一
の
坂
川
は

水
害
対
策
の
た
め
河
川
改
修

を
し
た
結
果
、三
面
張
り
の
味

気
な
い
河
川
と
な
り
、地
区
内

の
中
心
商
店
街
と
の
つ
な
が

り
も
欠
け
て
い
ま
し
た
。こ
の

こ
と
か
ら
、失
わ
れ
た
河
川
の

風
情
を
取
り
戻
し
、ま
ち
を
再

生
し
よ
う
と
す
る
地
域
住
民

と
山
口
市
が
協
働
し
て
提
案

し
た
内
容
で
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。道
路
の
新
規
整
備

や
美
装
化
、
植
栽
、
ベ
ン
チ
設

置
、
広
場
の
設
置
な
ど
に
よ

り
、に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
市
の
稲
生
川
を
活
用
し
た

に
ぎ
わ
い
創
出
に
も
生
か
せ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

広島県安芸高田市にて


